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研究成果の概要（和文）：公正価値による資産負債の評価が財務報告の重要な焦点になっている現在において、会計記
録の根源的な意義をあらためて検討することが本研究の課題であった。本研究が得た成果としては、(1)人の行為とし
ての記録は文字が発明される以前においても実践されていたということ、(2)記録された内容が会計的なことがらであ
ったこと、(3)会計記録が社会の形成と維持において不可欠な要素であったことを歴史的な研究を通じて確認し、およ
び、(4)典型的な会計記録様式である複式記入の理論の形成過程を明らかにしたこと、さらに(5)その基礎理論が財務報
告を指向する会計基準のなかで齟齬をきたしていることを指摘したことである。

研究成果の概要（英文）：In recent years, the fair value accounting valuation for the assets and liabilitie
s becomes important issues for financial reporting. The problem of this study was to examine some fundamen
tal significant of doing accounting as human activity. The research findings as follow: (1) human being di
d record something what he had done even before the writings was invented, (2) the all of contents recorde
d were related accounting matter, (3) accounting records were essentials for building and maintaining comm
unity or society, (4) how and by whom the theories of the double entry were constructed, and (5) the theor
y of the double entry is facing a challenge against the accounting standards focusing fair value reporting
. 
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 本研究の開始当初の背景は以下のとおり
であった。 
	
 国際財務報告基準（IFRS）へのコンバージ
ェンスあるいはアドプションといった動向
は財務報告の局面に革命的な変更をもたら
している。これは、国際的に適用される高品
質で単一の会計ルールの制定という世界的
規模での社会規制の試みであると同時に、会
計固有の問題としては、「収益費用アプロー
チ」から「資産負債アプローチ」へあるいは
「取得原価主義」から「時価主義」へといっ
たように、伝統的基礎概念と慣習的実践の転
換を迫るものである。とりわけ、投資家の意
思決定に資するための情報として、資産およ
び負債の多くを公正価値によって認識・測定
し貸借対照表に計上するという動向は、会計
の本質、とりわけ、「会計記録」の本源的意
義に大きな影響を与えると思われる。なぜな
ら、公正価値の概念は、過去ではなく、「将
来」のキャッシュフローに共通して基礎づけ
られているからである。 
	
 会計は人や組織が過去において実際にお
こなった出来事を「記録」するということを
その基礎的な手続きとしてきたはずである。
本研究はその問題意識を現代的な現象と照
合することで敷衍しようとするものである。
すなわち、公正価値による資産・負債の評価
結果は、過去において人や組織が経験した客
観的事実とは直接的に関連することなく、も
っぱら将来のみを指向して産出される情報
である。したがって見積もりや予測に基づい
た情報が多く、その客観性や信頼性は「会計
記録」に基づいたものとは明らかにその性質
において異なる。本研究は、財務報告の変革
のなかにあって、会計記録の本源的意義をあ
らためて問うことで、現在進行中の会計の変
革についてその歴史的意味を明らかにして
いく。 
 
２．研究の目的 
 
	
 本研究の目的は以下のとおりである。IFRS
と公正価値会計に象徴されるこんにちの財
務報告制度は企業会計に大きな変革をせま
っている。この変化にあって、過去における
人や組織の活動を情報として貯蔵した「会計
記録」の意義はどのように変質するのだろう
か。企業や組織の過去における活動は記録さ
れることで時間と空間を超えて再生可能と
なり、また、他者とのコミュニケーションに
とっては信頼ある基礎として機能してきた
のである。本研究は、(1)「記録」の一般的意
味の確認からはじめ、さらには(2)会計記録の
本源的意義を歴史的実証にもとづいて問う
ことで、(3)現代の財務報告変革の歴史的意味
を明らかにしていく。 
 
 

３．研究の方法 
 
	
 本研究が方法として採用したのは以下の 3
点である。すなわち、(1)会計記録の本源的な
意義について記録一般の意味から説き起こ
して歴史的研究によって検討する。その際、
会計学以外の他領域における研究成果を摂
取しながら学際的な研究方法をとっていく。
(2)中世のイタリアに検討の時期と地域を限
定し、会計記録に関する社会的･制度的意義
の形成について、現存する史料の分析に基づ
きながら実証的方法による研究を実施する。
とくに、古文書館等に保存されている公証人
記録や商人の会計記録の内容やとくにその
様式を検討することで、これら会計記録が社
会的に信頼性を有するようになった根拠に
ついて考察していく。さらに、(3)実証的･歴
史的検討によって確認された会計記録の本
源的な意義が、現在の財務報告のための会計
基準に照らしてどのように変質しているの
かについて規範的理論的な検討をおこなっ
ていく。 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
(1)平成 23 年度の研究目的は「公正価値によ
る財務報告の動向確認と会計記録の社会的
証拠性の歴史的検証」であった。当該年度に
おける研究成果は以下のとおりである。	
 
	
 11 月にイタリア・ベニスで開催された国際
学会「国際会計研究教育学会 IAAEW」に参加
し、主要国で実践されている、国際財務報告	
 
基準 IFRS･公正価値会計における新しい会計
教育の現状と課題について多くの知見を得
ることができた。また、3 月にはオーストラ
リアに出張し、IFRS 導入先進国である当地の
大学（メルボルン大学・ディーキン大学・
RMIT・ビクトリア大学）において会計教育の
内容変化について聞き取りをおこなった。さ
らには、会計職業団体である CPA オーストラ
リアにおいて、実務家の育成教育における教
育内容についても聞き取りを実施するとと
もに資料の提供を受けた。また、11 月のイタ
リア出張においては、さらに、ボローニャ・
フィレンツエ・パルマなど中世／ルネサンス
期に商業都市として繁栄したところに現存
する会計帳簿、会計記録について調査すると
ともに、会計史研究者（L･ザン(ボローニャ
大学教授)、J･ガラッシ(パルマ大学教授)、
A・チローニ(パルマ大学教授)等）との交流
のなかで、会計記録が社会的に必要となった
背景とそのために備えた記録の要件などに
ついて調査研究を進展させた。	
 
	
 なお、公表された研究成果としては、日本
簿記学会での報告と日本会計史学会のシン
ポジウム・パネリストとしての 2 つの報告、
ならびにその報告原稿（平成 24 年度に公表）
などがある。	
 
(2)つぎに平成 24年度における成果は以下の
とおりである。①会計記録の客観性･信頼性



の淵源に関する歴史研究、②会計記録技術に
関する知識の社会的普及、③公正価値会計に
対する会計記録の論理変化。	
 
	
 まず、①については、原初的会計記録すな
わち文字記録以前の会計記録の例として、イ
ンカ帝国のキープ quipu:khipu（結縄文字）	
 
についての研究をおこなった。文字を用いな
い社会において文字によらない会計記録で
すら有効かつ不可欠な統治手段であったこ
とを明らかにした。この研究成果の一部とし
て、同年 7月に開催された経営史学会西日本
部会において研究報告を行った。	
 
	
 つぎに②について、とくに、明治初期の日
本における西洋式会計技術の社会普及を教
育制度の整備過程と照らしながらその特徴
を明らかにした。この成果の一部として、7
月に英国ニーカッスルで開催された第 13 回
世界会計史会議において研究報告（共同）を
行うとともに学内紀要（『海外事情研究』）で
公表した。また昭和初期においてとくにわが
国の中等教育過程において会計記録の技術
教育が制度的に確立した過程を明らかにし
た研究もおこなった。これについては、9 月
に開催された第 56 回教育史学会において研
究報告を行った。	
 
	
 ③については、8月のワシントン DC で開催
されたアメリカ会計学会年次総会において
設置されていた公正価値会計関連のセッシ
ョンに可能な限り参加した。さらに、公正価
値を積極的にその会計実践に取り入れてき
ているオーストリアに出張し、複数の会計研
究者・実務家に聞き取りを行い、さらに、会
計教育の場でどのように変化が生じたのか
についても調査を行った。また、公正価値会
計に対する会計記録の論理の変化について、
とくに、ストック･オプション会計基準を対
象に研究を行った。	
 
(3)平成 25 年度の研究実績は、①会計記録の
意義を歴史的側面からの研究から描出した
ものと、②わが国における会計記録技術の教
育と普及に関する制度的研究、そして③わが
国の最近の会計基準にみられる会計記録の
論理の不徹底の確認、④世界的規模での公正
価値会計の制度的進行の現状把握、の 4点で
ある。	
 
	
 本研究の目的は、IFRS に代表される最近の
会計基準において要求されることが多い公
正価値による評価の会計実践が会計記録の
意義にどのような影響を与えるかを検証す
ることを通じて、現代の財務報告変革の歴史
的意味を明らかにすることであった。そのた
めに、まず、会計記録の本源的意義、すなわ
ち、人や組織はどのような目的のために、あ
るいはどのような要求により、どのようにし
て会計記録を実践してきたのか、を歴史的事
実を確認することで明らかにしようとして
きた。	
 
	
 研究期間 3年間を通じてもっとも充実した
成果となったのは、会計記録の意味を、現代
の会計変化（変革的な財務報告の状況）と照	
 

らすことで、再検討したことである。具体的
には、人の行為としての「記録」が、文字を
有する以前においても実践されていたとい
う歴史的事実を確認したこと、そして、驚く
べきことに、記録された出来事が会計的な事
柄であったことの発見である。会計記録が、
社会の形成にとって不可欠であることが確
認できた。それは、社会的コミュニケーショ
ン、社会統治、信頼と安定の基礎である。ま
た、会計記録が文明論のなかで語ることで、
会計研究の広がりと深まりが増す可能性を
予感した。	
 
	
 他方、当初計画した研究で充分に展開でき
なかったのが、現行の会計基準における会計
記録の意義の後退の有無に関する明瞭な分
析成果の析出である。ストック･オプション
等に関する会計基準のなかで、その一端に触
れるにとどまったが、今後、この論点につい
ていっそう研究を進めることで、会計記録の
意義の変化について明らかにしていく。	
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